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3 ．金 融仲 介 と は 何 か ■
■ ■ ■ ■
（D 資金過不足 と貯蓄・投資





その資金はさらに投資支出に充当されるから 、貯蓄を上回って投資をすれば （投資＞貯蓄、す なわ







もっとも、次のことを補足してお く必要があろう。第1 に、資金余剰分のすべてが金融資産 の増
加となるわけではない。 その一部は金融負債の返済や償還に充てられるだろ う。そ の分だけ資産の
増加が少なくなる。 また資金不足 がすべて金融負債による調達を必要とするとは限ちない。ある部
分ぱ既存の金融資産を取崩 して調達 されるだろ う。それだけ負債の増加が少な くてすむレ したがっ
て、金融資産 と負債のそれぞれの増加額の 「差額」が、資金過不足を表してい ることになる。第2
に、金融負債に よって調達 した資金をそのまま金融資産に投下すれば、資産・負債の双方が増える。








































































































































































































































































概念であり、期間がともなう。上の例で、たとえばC が4 月中に受取った収入を 当月中に使わな
かったとすれば、翌5 月の始めにすぐ支出したとしても、期間を4 月だけに限ってみれば貯蓄した
ことになる。その代わり5 月は資産の取崩しで支出を賄ったわけで、それだけ消費が増え、貯蓄超








率 が低下すれば、貯蓄は形成されない。そ の結果、 アクティブ・バランスがアイドル・バランスに
転化せず、さきに述べたような預金の需給アンバランスの調整に よって、い ったん増えた貸出も預
金 もやがて消滅してしまうかもしれない。それは長い 目で見れば、資金源としての貯蓄不足が投資
を制約したことになるのではないか／
信用創造はたしかに投資資金を供給するが、長期的・実質的な貯蓄の裏付けを もたない信用創造
は、徒花に終 わる危険がある。経済成長の実現のためには、一方で信用創造を活発化させながら、
他方で貯蓄の増強を図ることが、 ともに不可欠だと考えるものである。 ニ(1996
年9 月30ド受理)
